
　　　　借　　　　                   　　方 　　　　　　貸　　　　                   　方

［資産の部］ （市民１人当たり） ［負債の部］ （市民１人当たり）

１．有形固定資産 976 億 8,981 万円 （ 2,042,993 円） １．固　定　負　債 477 億 127 万円 （ 997,579 円）

（ うち土地 246 億 9,849 万円） （ 516,521 円） （1） 市 債 430 億 5,662 万円 （ 900,446 円）

（1） 総 務 費 93 億 3,203 万円 （ 195,161 円） （2） 債 務 負 担 行 為 0

（2） 民 生 費 37 億 7,275 万円 （ 78,900 円） （3） 退 職 給 与 引 当 金 46 億 4,465 万円 （ 97,133 円）

（3） 衛 生 費 125 億 236 万円 （ 261,463 円）

（4） 労 働 費 2,038 万円 （ 426 円） 2．流　動　負　債 25 億 1,187 万円 （ 52,531 円）

（5） 農 林 水 産 業 費 88 億 7,546 万円 （ 185,613 円） （1） 翌年度償還予定額 25 億 1,187 万円 （ 52,531 円）

（6） 商 工 費 34 億 9,099 万円 （ 73,007 円） （2） 翌年度繰上充用金 0

（7） 土 木 費 312 億 4,466 万円 （ 653,421 円）

（8） 消 防 費 9 億 4,669 万円 （ 19,798 円）

（9） 教 育 費 274 億 8,629 万円 （ 574,823 円）  負　債 合 計 502 億 1,314 万円 （ 1,050,110 円）

（10） そ の 他 1,820 万円 （ 381 円）

2．投　資　等 84 億 6,618 万円 （ 177,054 円）

（1） 投資及び出資金 13 億 413 万円 （ 27,274 円） ［正味資産の部］
（2） 貸 付 金 11 億 9,267 万円 （ 24,942 円）

（3） 基 金 52 億 1,447 万円 （ 109,051 円） 1．国庫支出金 116 億 2,900 万円 （ 243,198 円）

① 特 定 目 的 基 金 44 億 7,606 万円 （ 93,608 円）

② 土 地 開 発 基 金 7 億 3,841 万円 （ 15,443 円） 2．都道府県支出金 56 億 3,859 万円 （ 117,920 円）

（4） 退職手当組合積立金 7 億 5,490 万円 （ 15,787 円）

3．一般財源等 429 億 9,000 万円 （ 899,053 円）

3．流動資産 43 億 1,474 万円 （ 90,234 円）

（1） 現 金 ・ 預 金 39 億 4,121 万円 （ 82,423 円）  正味資産合計 602 億 5,759 万円 （ 1,260,171 円）

① 財 政 調 整 基 金 29 億 7,628 万円 （ 62,243 円）

② 減 債 基 金 2 億 3,007 万円 （ 4,812 円）

③ 歳 計 現 金 7 億 3,487 万円 （ 15,368 円）

（2） 未 収 金 3 億 7,353 万円 （ 7,811 円）

① 市 税 2 億 3,085 万円 （ 4,828 円）

② そ の 他 1 億 4,268 万円 （ 2,983 円）

 資 産 合 計 1,104 億 7,072 万円 （ 2,310,281 円） 負債・正味資産合計 1,104 億 7,072 万円 （ 2,310,281 円）

※　１．債務負担行為に関する情報 （本表に計上したものを除く）
　① 物件の購入等に係るもの 60 億 7,579万円（市民１人当たり  127,063円）
　② 債務保証又は損失補償に係るもの 10 億 8,545万円（市民１人当たり　　22,700円）

   　２．市債残高のうち償還時に地方交付税の補てん措置が見込まれる額 245億　1,108万円 （市民１人当たり　512,602円）

篠山市のバランスシートの概要（平成14年３月31日現在）

水道事業会計への
出資金や住宅新築
資金・複線化等にか
かる貸付金、特定の
目的に使う基金が
含まれます。
　また市が加入して
いる職員の退職手
当組合の積立金の
うち篠山市の持分
相当額です。

道路・学校・公園・
市営住宅などの施
設や庁舎などの建
物、土地が含まれ
る市の財産で、そ
れぞれの耐用年数
に応じて減価償却
した後の資産額を
計上しています。

流動性の高い財政
調整基金と減債基
金や形式収支に相
当する歳計現金、
及び未納の市税な
どの未収金が含ま
れます。

今後支払いする借金で
あり、平成１３年度末の
市債残高のうち、翌々
年度以降に返済が予
定されている元金の額
及び、仮に平成１３年
度末に在職する全職
員が普通退職した場合
に支給しなければなら
ない退職手当額を引当
金として計上します。

平成１３年度末市債
残高のうち、翌年度
に返済が予定されて
いる元金の額を流動
負債に計上します。

今後支払いする必要
のない正味の財産で、
国庫支出金や県支出
金は、市が有形固定資
産を取得した際に入っ
てきた国や県からの補
助金・負担金などで
す。有形固定資産は減
価償却することから、
それに充てた国・県支
出金も同様に耐用年
数に応じて減価償却し
ています。

一般財源等は、資
産形成の過程にあ
たって投入された
市税や地方交付税
の額を表します。


